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店
舗
数
で
世
界
ト
ッ
プ
の

飲
食
チ
ェ
ー
ン
へ

　

潜
水
艦
型
の
パ
ン
に
ハ
ム
や
ト
マ
ト
、
レ

タ
ス
な
ど
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
を
は
さ
ん
だ

「
サ
ブ
マ
リ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
提
供
す

る
『
サ
ブ
ウ
ェ
イ
』
は
一
九
六
五
年
、
米
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
生
ま
れ
た
。
創
業
者
は

一
七
歳
だ
っ
た
フ
レ
ッ
ド
・
デ
ル
ー
カ
。
お

客
様
の
目
の
前
で
注
文
を
聞
き
な
が
ら
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
作
る
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
シ
ス

テ
ム
」
を
採
用
し
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
お
い

し
い
」
と
評
判
を
高
め
た
。
八
年
後
の
七
四

年
に
は
同
州
で
一
六
店
舗
を
展
開
す
る
。

　

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｃ
）
展

開
を
採
用
し
、
急
速
に
出
店
を
拡
大
。
低
カ

ロ
リ
ー
な
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

を
毎
日
食
べ
続
け
、
一
年
間
に
一
一
二
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
減
量
に
成
功
し
た
ジ
ャ
レ
ド
・

フ
ォ
ー
グ
ル
氏
が
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
登
場
し

て
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
店
舗
網
は

急
拡
大
す
る
。
海
外
に
も
店
舗
網
を
広
げ
、

二
〇
一
〇
年
に
は
『
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
』
を
抜

き
、
店
舗
数
で
世
界
ト
ッ
プ
の
飲
食
チ
ェ
ー

ン
に
。
一
一
年
五
月
時
点
で
世
界
九
八
カ
国

に
三
万
四
六
〇
〇
店
舗
超
を
構
え
る
ま
で
に

成
長
し
て
い
る
。

　

日
本
上
陸
は
九
二
年
三
月
。
九
一
年
一
〇

月
、
サ
ン
ト
リ
ー
（
現
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
米
サ
ブ
ウ
ェ
イ
と
マ
ス

タ
ー
Ｆ
Ｃ
契
約
を
締
結
し
、
一
〇
〇
％
出
資

で
設
立
し
た
日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
（
本
社
・
東

京
都
港
区
）
が
直
営
の
一
号
店
を
赤
坂
見
附

に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
設
立
前
か
ら
関
わ
っ
て

き
た
営
業
開
発
本
部
長
の
宮
野
信
一
氏
は
、

同
じ
く
サ
ン
ト
リ
ー
傘
下
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

チ
ェ
ー
ン
『
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
』
出
身
。

宮
野
氏
は
「
当
初
は
フ
ァ
ー
ス
ト
キ
ッ
チ
ン

が
自
前
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店
を
開
発
す
る
こ

と
を
考
え
、九
一
年
、渋
谷
に
あ
っ
た
フ
ァ
ー

ス
ト
キ
ッ
チ
ン
の
店
舗
の
一
角
で
サ
ブ
マ
リ

ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
販
売
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
る
。
周
辺
の
Ｏ
Ｌ
層
を
中
心
に
反
響

は
高
く
、
一
定
の
市
場
性
が
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
も
、
パ
ン
や
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
類

の
仕
入
値
が
高
く
て
儲
か
ら
な
い
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
調
達
網
を
利
用
し
て
低
価
格
で
食
材

を
調
達
す
る
必
要
性
を
感
じ
、
米
サ
ブ
ウ
ェ

イ
と
の
契
約
に
至
っ
た
。

　

そ
の
後
、
数
年
間
の
店
舗
展
開
は
順
調
そ

の
も
の
で
、
一
号
店
に
続
き
九
二
年
四
月
に

直
営
で
銀
座
松
屋
通
り
店
、
八
月
に
赤
坂

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
店
を
オ
ー
プ
ン
。
Ｆ
Ｃ
の
加

盟
募
集
も
進
め
、
早
く
も
一
二
月
に
は
Ｆ
Ｃ

「個店が確実に利益が出せる」商品改革・店舗の小型化・サンド
イッチ専門店への回帰で、再成長軌道に乗っている『サブウェイ』

1
再成長までの

日本サブウェイの軌跡

日本サブウェイ
第1回

フランチャイズ本部徹底解剖シリーズ
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店
二
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
米
国
発
祥
で
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
店
舗
数

が
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
飲
食
チ
ェ
ー
ン
、
し

か
も
Ｆ
Ｃ
本
部
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
一
〇
〇
％

子
会
社
と
い
う
安
心
感
か
ら
Ｆ
Ｃ
加
盟
を

希
望
す
る
オ
ー
ナ
ー
が
続
出
。
四
年
後
の

九
六
年
末
に
は
全
国
に
直
営
五
店
舗
、
Ｆ
Ｃ

一
四
五
店
舗
の
計
一
五
〇
店
舗
を
擁
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。

「
停
滞
期
」
の
試
行
錯
誤
が

現
在
の
財
産
に

　

短
期
間
に
店
舗
網
を
急
拡
大
し
た
サ
ブ

ウ
ェ
イ
だ
が
、
九
六
年
頃
か
ら
既
存
店
で
変

調
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
。
来
店
客
数
、
売

上
高
が
落
ち
、
営
業
不
振
か
ら
閉
店
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
店
が
出
て
き
た
の
だ
。
店
舗
数

は
九
八
年
末
に
一
二
九
店
（
直
営
一
三
店
舗
、

Ｆ
Ｃ
一
一
六
店
舗
）
に
落
ち
込
ん
だ
。

　

同
年
、
閉
店
し
た
元
加
盟
店
の
複
数
の

オ
ー
ナ
ー
ら
か
ら
「
本
部
の
売
り
上
げ
予
測

が
甘
く
、
本
部
だ
け
が
利
益
を
上
げ
る
不
公

正
契
約
で
、
赤
字
経
営
、
閉
店
に
追
い
込
ま

れ
た
」
と
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
ま

で
起
こ
さ
れ
た
。
九
九
年
に
は
Ｆ
Ｃ
募
集
を

凍
結
。
裁
判
が
終
了
し
た
二
〇
〇
三
年
時
点

で
、
店
舗
網
は
九
三
店
ま
で
縮
小
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
〝
停
滞
期
〞
に
、
日
本
サ

ブ
ウ
ェ
イ
は
再
起
を
期
し
て
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
て
い
た
の
だ
。
九
八
年
、
現
在
の
伊

藤
彰
社
長
が
取
締
役
営
業
部
長
と
し
て
サ
ン

ト
リ
ー
か
ら
入
社
。「
全
国
の
オ
ー
ナ
ー
と

直
接
向
き
合
い
、『
解
約
合
意
書
』
に
判
を

押
し
て
も
ら
う
と
い
う
つ
ら
い
交
渉
も
続
け

る
中
で
、
Ｆ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
『
個
店

が
確
実
に
利
益
を
出
せ
る
こ
と
』
が
最
も
重

要
だ
と
認
識
し
た
」（
伊
藤
氏
）。
以
後
、
そ

の
仕
組
み
作
り
に
邁
進
し
て
き
た
か
ら
だ
。

　

顧
客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、「
パ
ン
が
パ
サ

パ
サ
し
て
い
る
」「
具
材
が
ハ
ム
系
ば
か
り
」

「
温
か
い
食
べ
物
が
な
い
」な
ど
の
声
に
次
々

に
対
応
。
九
六
年
に
、
初
の
日
本
独
自
開
発

商
品
の
「
ケ
イ
ジ
ャ
ン
チ
キ
ン
」
を
発
売
し

て
い
た
が
、「
た
ま
ご
」「
ツ
ナ
」「
照
り
焼

き
チ
キ
ン
」
な
ど
日
本
人
の
嗜
好
に
合
う
独

自
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
て
い
っ
た
。

　

九
九
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
米

国
製
の
パ
ン
に
代
わ
り
、
日
本
人
の
好
み
に

合
う
、
し
っ
と
り
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

製
の
パ
ン
を
採
用
。
さ
ら
に
、
〇
六
年
に
は

そ
の
パ
ン
を
顧
客
の
好
み
に
応
じ
て
店
で

ト
ー
ス
ト
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
、
設
備

を
整
え
た
。「
ト
ー
ス
タ
ー
で
パ
ン
を
焼
く

の
は
一
分
か
か
る
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
組
み
込
む
こ
と
が
難
し
か
っ
た
が
、
ト
ー

ス
タ
ー
機
能
と
レ
ン
ジ
機
能
を
兼
ね
備
え
、

一
五
秒
で
ト
ー
ス
ト
で
き
る
『
コ
ン
ベ
ク

シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
』
を
導
入
す
る
こ
と
で
問

題
を
解
決
で
き
た
」（
宮
野
氏
）。
日
本
人
好

み
の
温
か
い
パ
ン
で
は
さ
ん
だ
サ
ン
ド
イ
ッ

低カロリーで野菜をふんだんにとれる『サ
ブウェイ』で、1年間に112kgの減量に成
功したジャレド・フォーグルさんは、「ヘル
シーなサブウェイ」の象徴になっている

1
再成長までの日本サブウェイの軌跡

オーブンで毎日、店で自家製パンを焼い
ているサブウェイは2006年からトースト
もできる設備を導入し、あたたかいパン
も提供できるようになった

⇩
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チ
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

お
客
様
の
リ
ピ
ー
ト
率
が
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
個
店
が
利
益
を
出
す
仕
組
み
作

り
で
効
果
が
高
か
っ
た
の
が
、
〇
五
年
か
ら

の
店
舗
の
小
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
だ
。

　

当
初
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
は
日
本
で
も
米
国
同

様
の
大
き
な
店
舗
を
出
店
し
て
い
た
。
面
積

の
大
き
な
店
で
利
益
を
出
す
に
は
、
売
上
高

も
大
き
く
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
後
の
「
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
」
を
埋
め

る
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
や
ド
リ
ン
ク
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
注
力
し

た
時
期
も
あ
っ
た
。
総
ス
テ
ン
レ
ス
張
り
の

モ
ダ
ン
な
カ
フ
ェ
も
出
店
し
て
も
み
た
。
し

か
し
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
は
逆
に
「
サ
ブ

ウ
ェ
イ
の
特
徴
を
分
か
り
に
く
く
し
て
し

ま
っ
た
」（
宮
野
氏
）。

　

一
方
、
既
存
店
で
利
益
を
出
し
て
い
る
店

を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、恵
比
寿
店
（
一
八
坪
）、

水
道
橋
店
（
一
三
坪
）
な
ど
小
型
店
が
大
半

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
、
標
準
店

舗
を
一
五
〜
二
〇
坪
、
月
商
で
三
〇
〇
万
〜

四
〇
〇
万
を
目
安
と
す
る
小
規
模
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
再
構
築
し
直
し
た
の
だ
。

二
〇
〇
五
年
に

リ
ス
タ
ー
ト
を
切
る

　

商
品
内
容
の
変
更
に
店
舗
の
小
型
化
、
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
専
門
店
へ
の
回
帰
…
…
。「
本

来
の
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
価
値
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮

で
き
た
」（
宮
野
氏
）
店
と
し
て
再
構
築
し

た
上
で
、
〇
五
年
、
Ｆ
Ｃ
加
盟
店
の
募
集
を

再
開
。「
リ
ス
タ
ー
ト
」
し
た
の
だ
。

　

以
前
は
、
米
国
流
の
「
自
己
責
任
」
の
下

で
出
店
を
希
望
す
る
加
盟
店
自
身
が
候
補
地

を
選
定
し
、
物
件
を
探
し
て
い
た
が
、
リ
ス

タ
ー
ト
後
は
本
部
も
積
極
的
に
出
店
地
域
選

び
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。「
北
海
道
な
ら
札

幌
駅
、
福
岡
県
な
ら
天
神
と
い
う
具
合
に
、

確
実
に
来
店
客
が
見
込
め
る
地
域
に
決
め
打

ち
で
出
店
し
た
」（
宮
野
氏
）
こ
と
で
地
域

一
号
店
の
成
功
が
次
の
店
、
そ
の
次
の
店
の

出
店
へ
と
広
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

〇
八
年
一
月
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
店
長

・
オ
ー
ナ
ー
会
）
で
、
伊
藤
氏
は
「〝
野
菜

の
〞
サ
ブ
ウ
ェ
イ
」
と
明
確
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
発
表
し
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
が
野
菜
に
こ

だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
す
ア

ピ
ー
ル
を
始
め
た
。

　

九
八
年
以
降
、
様
々
な
「
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
」
を
続
け
た
結
果
、
〇
八
年
以
降
、
サ

ブ
ウ
ェ
イ
は
再
成
長
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。

昨
年
は
テ
レ
ビ
で
複
数
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
来
店
客
が

増
加
。
加
盟
店
の
収
益
も
拡
大
し
、
新
規
加

盟
者
が
増
え
る
好
循
環
と
な
っ
て
い
る
。
何

よ
り
も
既
存
オ
ー
ナ
ー
が
二
店
舗
目
、
三
店

舗
目
を
出
店
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
出
店
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
る
の
だ
。

一
〇
年
に
は
一
年
間
で
五
四
店
と
過
去
最
高

の
出
店
数
と
な
り
、
一
一
年
五
月
末
現
在
で

直
営
三
六
店
、
Ｆ
Ｃ
店
二
二
九
店
の
合
計

二
六
五
店
を
突
破
。
年
内
に
は
三
〇
〇
店
に

到
達
す
る
勢
い
だ
。

　

日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
一
〇
年
度
の
全
店
売

上
高
は
九
六
億
六
〇
〇
〇
万
円
で
過
去
最
高
。

特
筆
す
べ
き
は
、
既
存
店
が
好
調
な
こ
と
だ
。

多
く
の
外
食
産
業
が
大
打
撃
を
受
け
た
東
日

本
大
震
災
後
の
今
年
三
月
も
、
既
存
店
ベ
ー

ス
で
来
店
客
数
は
一・
七
％
増
、
売
上
高
は

四・
八
％
増
を
維
持
す
る
な
ど
、
外
食
業
界

の
数
少
な
い
「
勝
ち
組
」
と
な
っ
て
い
る
。

1
再成長までの日本サブウェイの軌跡

トライ＆エラーの後にサンドイッチ専門店へ回帰し再成長
期に入った
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ヘ
ル
シ
ー
志
向
が
追
い
風
に

　

不
振
が
続
く
外
食
産
業
界
で
『
サ
ブ
ウ
ェ

イ
』
が
顧
客
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
、
上
昇
気

流
に
乗
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　
「
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
〝
コ
ア
バ
リ
ュ
ー
〞
は
低

カ
ロ
リ
ー
で
ヘ
ル
シ
ー
な
こ
と
、
野
菜
が
と

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
好
み
の
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
こ
と
」
と

説
明
す
る
の
は
、
日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
本
部
部
長
の
今
井
久
氏
。

　

サ
ブ
ウ
ェ
イ
は
お
客
様
の
注
文
を
聞
き
な

が
ら
、
店
員
が
目
の
前
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を

作
り
上
げ
る
。
お
客
は
、
注
文
す
る
際
は
、

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
種
類

を
選
ん
だ
ら
、次
に
ホ
ワ
イ
ト
（
プ
レ
ー
ン
）、

ハ
ニ
ー
オ
ー
ツ
（
オ
ー
ツ
、
大
豆
、
ハ
チ
ミ

ツ
）、
セ
サ
ミ
（
ゴ
マ
）、
ウ
ィ
ー
ト
（
小
麦

胚
芽
入
り
）
と
四
種
類
あ
る
ブ
レ
ッ
ド
（
パ

ン
）の
中
か
ら
好
み
を
選
べ
る
。サ
ン
ド
イ
ッ

チ
に
は
基
本
的
に
レ
タ
ス
、
ト
マ
ト
、
オ
ニ

オ
ン
、
ピ
ー
マ
ン
、
ピ
ク
ル
ス
、
オ
リ
ー
ブ

と
六
種
類
の
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
る
が
、
嫌

い
な
野
菜
を
抜
い
た
り
、
好
き
な
野
菜
を
増

量
す
る
こ
と
が
可
能
。
好
み
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
、
ア
ボ
カ
ド
、
ベ
ー
コ
ン

な
ど
七
種
類
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
（
有
料
）
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
に
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
で
好
み
の
味
付
け
が
で
き
る
。

　
「
お
ま
か
せ
で
」
と
伝
え
れ
ば
サ
ブ
ウ
ェ
イ

の
お
勧
め
に
仕
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き

る
が
、
注
文
に
慣
れ
て
く
る
と
、
自
分
好
み

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
っ
て
も

ら
え
る
点
が
「
サ
ブ
ウ
ェ
イ
フ
ァ
ン
」
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

消
費
者
の
ヘ
ル
シ
ー
志
向
を
背
景
に
、
低

カ
ロ
リ
ー
な
点
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。
サ

ブ
ウ
ェ
イ
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
す
べ
て

四
〇
〇
㌔
㌍
以
内
。
サ
イ
ド
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
二
〇
〇
〇
年
か
ら
販
売
を
始
め
た
「
オ
ー

ブ
ン
ポ
テ
ト
」
は
一
六
〇
㌔
㌍
前
後
と
通
常

の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
半
分
ほ
ど
。
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
に
ポ
テ
ト
と
ス
ー
プ
を
つ
け
て
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
摂
取
カ
ロ
リ
ー
は

六
〇
〇
㌔
㌍
程
度
に
と
ど
ま
る
。
健
康
に
気

を
使
う
人
に
は
格
好
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店
だ
。

　

従
来
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
は
若
い
女
性
客
を
中

心
に
人
気
を
集
め
て
い
た
が
、
〇
八
年
に
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
か
ら
は
男
性
客
も
増
え
た
。「
前
の

晩
に
飲
み
過
ぎ
た
」「
最
近
、
野
菜
が
足
り

て
い
な
い
」
と
い
う
理
由
で
足
を
運
ぶ
お
客

が
増
え
、
男
女
比
率
は
約
三
対
七
と
い
う
。

2
「ヘルシーで野菜がとれる」

が最大の強み

マーケティング本部 部長
商品グループグループリーダー

今井 久氏
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事
実
、
日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
が
行
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
を
利

用
す
る
理
由
と
し
て
「
味
が
お
い
し
い
」
が

七
六
％
、「
野
菜
が
と
れ
る
」
が
六
九
％
に

達
し
て
い
る
。
お
客
が
「
お
い
し
い
」
と
感

じ
る
秘
密
は
、
日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
が
日
本
人

好
み
に
メ
ニ
ュ
ー
や
食
材
を
開
発
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

人
気
ト
ッ
プ
３
は

日
本
独
自
開
発
メ
ニ
ュ
ー

　

現
在
、
全
一
五
種
類
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
メ

ニ
ュ
ー
の
う
ち
、
日
本
独
自
開
発
商
品
が
九

種
類
。
し
か
も
、
人
気
ト
ッ
プ
３
の
「
え
び

ア
ボ
カ
ド
」「
Ｂ
Ｌ
Ｔ
」「
チ
ー
ズ
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
」
は
、
い
ず
れ
も
日
本
で
開
発
し
た

メ
ニ
ュ
ー
だ
。

　

食
材
も
日
本
人
が
好
む
内
容
に
改
良
し
て

い
る
。
そ
の
代
表
が
パ
ン
だ
。
日
本
人
は
欧

米
人
に
比
べ
唾
液
の
量
が
少
な
い
た
め
、
パ

サ
パ
サ
し
た
食
感
を
嫌
う
。
九
九
年
、
そ
れ

ま
で
の
米
国
製
パ
ン
か
ら
少
し
し
っ
と
り
し

た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
製
に
切
り
替
え
た
。

そ
し
て
、
昨
年
三
月
に
は
日
本
国
内
で
の
生

産
体
制
が
実
現
し
た
。
パ
ン
は
毎
日
、
店
内

で
解
凍
・
最
終
発
酵
さ
せ
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼

き
上
げ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
海
を

わ
た
っ
て
冷
凍
ブ
レ
ッ
ド
を
持
ち
込
む
場
合
、

イ
ー
ス
ト
菌
の
量
を
多
め
に
し
な
い
と
十
分

に
膨
ら
ま
な
い
。
国
産
に
切
り
替
え
た
こ
と

で
イ
ー
ス
ト
の
量
や
イ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど

の
添
加
物
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

素
材
が
良
く
な
る
上
に
、
輸
送
費
用
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
原
価
率
を
下
げ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
た
。
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
の
協
力

を
仰
ぎ
、
今
年
五
月
に
は
さ
ら
に
口
溶
け
が

〝
語
れ
る
野
菜
〞
で
、
健
康
に
貢
献
で

き
る
飲
食
チ
ェ
ー
ン
を
目
指
し
ま
す

―
―

　

伊
藤
社
長
は
日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
が
停
滞
し
て

い
た
九
八
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
出
向
さ
れ
今
の
日

本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
を
築
か
れ
ま
し
た
。
就
任
当
時
、
ま

ず
、
何
を
考
え
、
何
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
か
。

伊
藤　
全
国
の
Ｆ
Ｃ
店
を
回
り
、
オ
ー
ナ
ー
様
と
直

接
話
を
す
る
中
で
、「
Ｆ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

は
儲
か
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
つ
く
る
こ
と
」
を
痛
感
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初
に
物
流
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
原
価
を
下
げ
、
加
盟
店
に
確
実
に
利
益
が
残

る
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

集
中
的
に
配
送
で
き
る
よ
う
、
店
舗
網
を
関
東
・

関
西
地
域
に
集
約
。
国
内
・
海
外
と
も
配
送
費
用
を

下
げ
る
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
食
材
の

四
五
％
を
輸
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
（
Ｆ

ｒ
ｅ
ｅ 

Ｏ
ｎ 

Ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
＝
本
船
甲
板
渡
し
条

件
）
マ
ー
ジ
ン
な
ど
の
コ
ス
ト
を
開
示
し
て
も
ら

い
な
が
ら
費
用
を
下
げ
た
ん
で
す
。
当
時
三
五
〜

三
六
％
だ
っ
た
原
価
は
現
在
三
三
％
程
度
、
低
い
店

は
三
〇
％
程
度
に
落
ち
て
い
ま
す
。

　

物
流
改
善
の
後
に
は
「
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
良
さ
」
を

改
め
て
見
直
し
、
四
つ
の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
四
つ
と
は
店
舗
の
小
規
模
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
、
日
本

独
自
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、新
た
な
機
材
の
導
入
、「〝
野

菜
の
〞
サ
ブ
ウ
ェ
イ
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
構
築
で
す
。

―
―

「
野
菜
の
サ
ブ
ウ
ェ
イ
」
を
打
ち
出
し
始
め
た

の
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
か
。

伊
藤  

サ
ブ
ウ
ェ
イ
を
利
用
す
る
お
客
様
の
七
〇
％

サブウェイの人気トップ 3 の「えびアボカ
ド」「BLT」「チーズローストチキン」（上から）
はすべて日本独自開発メニューだ

2
「ヘルシーで野菜がとれる」が最大の強み
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良
く
、
香
ば
し
い
パ
ン
に
改
良
し
て
い
る
。

　

具
材
も
日
本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
て
進
化

さ
せ
て
い
る
。
以
前
は
米
国
か
ら
の
輸
入
で

ま
か
な
っ
て
い
た
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
は
現
在
、

北
海
道
の
協
力
工
場
で
製
造
。「
日
本
人
好

み
の
柔
ら
か
く
、
レ
ア
感
の
あ
る
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
」（
今
井
氏
）
に
仕
上
げ
た
。 

　

サ
ブ
ウ
ェ
イ
は
現
在
、
お
客
が
サ
ブ
ウ
ェ

イ
を
利
用
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る

「
野
菜
が
と
れ
る
」
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出

し
て
ア
ピ
ー
ル
を
し
始
め
て
い
る
。
〇
八

年
か
ら
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
に
〝
野
菜
の
〞

と
い
う
吹
き
出
し
を
つ
け
た
。
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
西
哲
生
氏
を
「
サ
ブ

ウ
ェ
イ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
親
善
大
使
」
に
任

命
。
サ
ブ
ウ
ェ
イ
の
こ
だ
わ
り
野
菜
の
取
材

や
「
野
菜
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、「
野
菜
の
サ
ブ
ウ
ェ
イ
」
の
情

報
を
発
信
し
て
い
る
。

「
得
サ
ブ
」で
新
規
客
獲
得
に
注
力

　
「
お
い
し
い
」「
野
菜
が
と
れ
る
」
と
い
っ

た
理
由
で
お
客
か
ら
の
支
持
を
得
て
好
調
な

『
サ
ブ
ウ
ェ
イ
』だ
が
、フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ（
Ｆ

Ｃ
）
本
部
と
し
て
の
強
み
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。「
何
よ
り
も
よ
い
商
品
の
開
発
、
そ
し

て
『
サ
ブ
ウ
ェ
イ
』
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
で
お
客
様
を
呼
び
込
む
こ
と
が
Ｆ
Ｃ

店
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
」。

日
本
サ
ブ
ウ
ェ
イ
取
締
役
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
長
の
庵
原
リ
サ
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
お
客
を
呼
び
込
む
」
上
で
、
本
部
が
現
在
、

最
大
の
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
の
が
「
新
規

顧
客
の
獲
得
」だ
。二
〇
一
〇
年
八
月
に
行
っ

日本サブウェイ社長

伊藤 彰氏
Ak i r a  I t o

が
「
野
菜
が
と
れ
る
」
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
我
々
の
特
徴
は
そ
こ
に
こ
そ
あ
る
と
考
え
、
野

菜
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
を
目
指
す
と
決
め
ま
し
た
。「
野
菜
の
サ
ブ

ウ
ェ
イ
」
と
謳
う
か
ら
に
は
〝
語
れ
る
野
菜
〞
を
提

供
し
た
い
。
そ
こ
で
、
僕
自
身
が
全
国
の
農
家
を
回

り
、
生
産
の
領
域
に
も
踏
み
込
み
な
が
ら
、
安
心
・

安
全
で
お
い
し
い
野
菜
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
―

消
費
者
の
ヘ
ル
シ
ー
志
向
も
追
い
風
で
す
ね
。

伊
藤  

〇
八
年
に
メ
タ
ボ
健
診
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、
胴
回
り
を
気
に
す
る
中
年
男
性
の
来
店
が
増
え

て
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
な
ど
を
見
て
も
、
ヘ

ル
シ
ー
な
食
べ
物
へ
の
ニ
ー
ズ
は
今
後
、
全
年
齢
層

で
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
医
療
費
の
増
大
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
に
は
「
解
毒

性
」「
病
気
へ
の
免
疫
性
」「
抗
酸
化
作
用
」
が
あ

り
、
健
康
に
長
生
き
す
る
た
め
に
は
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
と
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
我
々
は
野
菜
に
と
こ

と
ん
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
日
本
人
の
健
康
的
な
生
活

に
貢
献
し
、
社
会
問
題
の
解
決
に
も
協
力
で
き
る
飲

食
チ
ェ
ー
ン
を
目
指
し
ま
す
。

Profile
神奈川県出身。明治大学商学部卒
業後サントリーに入社。1986年国
際部レストラン事業部、88年副支
配人としてマドリードに赴任、91
年レストランサントリーマドリー
ド総支配人などを経て98年４月
日本サブウェイ取締役営業部長、
99年４月取締役マーケティング部
長、2000年４月常務取締役営業本
部長、03年10月から現職

「語れる野菜」を提供するために、全国の農家を回り生産の領域に
も踏み込んでいる伊藤氏（左）。スポーツジャーナリストの中西哲生氏
（右）は日本サブウェイの応援団長だ2

「ヘルシーで野菜がとれる」が最大の強み


